
 



 

 吾妻にはたくさんの城跡があります。岩櫃城や長野原城などは地域を代

表する巨大城郭です。一方、各地に小規模な城砦が点在しています。 

それらは地域支配の場所であると同時に、人や物の動きを見守ってい

ました。 

現代の車社会以前、人々のくらしは徒歩でつながっていました。今回は

新たに発見した城砦の紹介も含みつつ、忘れ去られた道と、峠を挟み込む

城について探っていきます。 

酒宴などに使われた素焼きの皿である「かわらけ」や、土製の鍋など 

地元で焼かれた土器、中国から海を越えて運ばれてきた高級陶磁器、 

瀬戸・美濃や常滑といった今の愛知県や岐阜県からもたらされた陶器など、 

様々な焼き物が戦国時代の城郭から出土します。 

吾妻の拠点的な城郭であった岩櫃城。この城を中心にして吾妻郡内や、さらには県

内の主要な城郭で出土するこうした焼き物の出土量や組成などを比較することによ

って、それぞれの城郭の役割や特徴を探っていきます。 

戦国末期、吾妻・利根地方は、関東の要衝、沼田を手中に収めるため、 

上杉・武田（真田）・北条による三強の争奪戦が繰りひろげられました。信濃国から 

沼田への途上に位置する吾妻では、武将の多くが真田家臣となり、戦に明け暮れる 

人生を送ったと言っても過言ではありません。秀吉の全国統一を機に戦国の幕が下

り、沼田城は真田氏に与えられましたが、一介の国衆だった真田氏の大名化を支えた

主力は、吾妻の地域武将たちだったのです。 

本講座では、真田氏改易後間もなく書かれた「加沢記」や「吾妻記」・古文書等から、 

吾妻の武将たちの活躍とその後、そして子孫たちの行く末を、沼田真田氏が背負った 

課題の推移に即して読み解きます。 


